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巻頭言：今年度の動きで見えてきたもの～地域のエンパワメント～

伊那養護学校 伊藤 潤

上伊那圏域特別支援教育連携協議会が誕生し、連携協議会が開催する『サポート会議』が各

関係者のそれぞれの連携に対する思いを確かめ合いながら成功裡に終えることができました。

参加されたお医者さんや福祉関係者からの、「（次年度の協力を求める声に対して）…次からは

協力でなく、連携協議会の会員の一人として参加させてください」の発言は、「上伊那教育は

一つ」と言うだけでない、「上伊那障がい者支援のまとまりは一つ」への確かな予感と連携協

議会への追い風を感じるものでした。

連携に強い期待を寄せる方々の思いは一つ＝「支援（指導）力の向上」です。『上伊那地域

全体の支援力』で困り感やニーズに応えられる事です。個人や一関係者の支援力だけが支援力

を発揮する状態でなく、複数の関係者や関係機関が分厚い面を作り出し、それぞれができるこ

と、関われることで支援を共に担う状態です。決して、ある個人や関係機関が許容範囲を超え

た支援を行うのでなく、その関係者・関係機関の得意分野・機能を発揮できる範囲内で無理な

く支援が展開できなければなりません。『餅は餅屋』を活かして足し算が掛け算になるような

調整・整理こそ必要です。（これをコーディネイトというのでしょうが…）誰か一人がコーデ

ィネイトすればよいのではなく、参画する関係者が『知恵』を持ち寄り、具体で展開していけ

る方策を見つけ出すことが理想です。つまり関係者全員の「支援（指導）力の向上」、目指す

は「地域のエンパワメント」です。

「エンパワメント」とは､個人や集団が自らの生活への統御感（全体をまとめて支配する感

覚。思い通りに扱う感覚。）を獲得し、組織的、社会的、構造に外郭的な影響を与えるように

なること、人びとに夢や希望を与え、勇気づけ、人が本来持っているすばらしい、生きる力を

湧き出させること（.Wikipediaより）です｡関係者・機関は誰もが、どこもが、すばらしい力

を持っています。そのすばらしい力を引きだすことがエンパワメント、ちょうど清水が湧き出

るように、それぞれに潜んでいる活力や可能性を湧き出させることです。医療や福祉などの支

援では、それぞれが本来持っているすばらしい潜在力を湧きあがらせ、顕在化させて、活動を

通して人々の生活のために生かしていくのです。

それには互いを知らなければなりません。いや、むしろ、自身の、当機関の役割、機能を明

確に知る必要があります。自己を知った上で互いを知る、そのことが面の支援力向上になるの

です。ある紙面に ～多くの課題を抱える学校が地域との協働を得るきっかけは学校からの「助

けてください」の一言だった、連携の秘訣は「助けてください」を素直に言えることである～

とありました。自己の機能・役割をよく理解し、素直に声を上げ、助けを求める、そんな姿

勢がスムーズな連携を生み出すきっかけになるのです。

上伊那圏域特別支援教育連携協議会の全参画者の方々の「この子の為に」という使命感はサ

ポート会議で共有できています。同じ使命感を持つ者同士がエンパワメントを発揮するには、

まずは、それぞれが素直に声を上げることから始まるのではないでしょうか。
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駒ヶ根市における読み書き支援事業の成果と課題
駒ヶ根市教育委員会子ども課

子育て家庭教育係長 水野 毅

駒ヶ根市教育委員会では、平成２５年度から長野県総合教育センターと連携して、市内全小

学校の１年生を対象に、読み書きの実態調査を行い、読み書きに困難さを示す児童の早期発見

・早期支援の取り組みを行ってきた。平成２６年度から平成２７年度にかけて文部科学省の委

託事業として、「発達障がいの可能性のある児童生徒に対する早期支援研究事業」に取り組んで

いる。

この事業の目的は、読み書き実態調査を実施し、困難さがみられる児童について、実態を掴

み、状況に応じた適切な指導・支援につなげていくことである。当市の場合は、読み書きの状

況を把握するツールとして、図形模写課題や聴写課題を実施すると同時に、保護者向けの読み

書きチェックシートを実施して、その後の支援につなげている。

事業はまだ継続中だが、平成２６年度の取り組み後の成果として、次のようなことが挙げら

れる。

１．市内全校で同じ課題を実施することで、読み書きに困難さを抱えている児童を客観的に

把握することができ、その要因を言語面や視機能・運動面から分析し、対応を考えること

ができた。

２．読み書きの重要性を深く理解し、放課後の学習支援を実施する学校や、ビジョントレー

ニングを毎日継続して実施する学校が出てきた。

３．読み書きの実態調査を実施することで、読み書きに困難さが見られる児童を早期に通級

指導教室へつなげることができるケースが多くなった。

読み書きの実態調査の実施が、客観的に判断するための材料になり、先生方の指導方法の参

考にもなっている。また、支援グッズを有効活用することで、子どもたちの伸びを実感できた

という声も聞かれ、この事業に取り組んだ成果が見られている。

一方で、平成２６年度の取り組み後に、次のような課題も出てきている。今年度はこれらの

課題解決に向けて取り組んでいるところである。

１．よりスムーズに取り組めるように、早めに課題の実施時期や内容を決定し、年度当初の

段階で各学校に提示していく必要がある。

２．読み書きの支援グッズとして各小学校に一定数のタブレット端末を導入しているが、有

効活用できるように引き続き研修や指導していく必要がある。

３．５歳児健診後の追跡調査を２年生と５年生で実施しているが、その中でも読み書き支援

が必要な児童も見受けられるため、今後は他学年へも取り組みを拡大していく必要がある。

読み書きは、全ての学習の基礎となるもので、つまずいてしまうと今後の学習全般でつまず

いてしまう原因にもなる。駒ヶ根市教育委員会では、この事業を進めることで、対象児童の読

み書きに対する負担が少しでも軽くなり、毎日楽しく勉強できるようにしていきたいと考えて

いる。



基本的な読み書きの習得につまずきのある児童の早期発見・支援に向けて

－ 伊那市教育委員会の取り組み －

伊那市教育委員会学校教育課子ども相談係 原美樹

1 取り組みの概要

伊那市では、学習のつまずきに伴う2次的な障がいを予防するために、すべての教科に必要

とされる基礎的な読み書き能力に着目し、その早期発見・支援体制のあり方について文科省の

「発達障がいの可能性のある児童生徒に対する早期発見支援研究事業」のなかで取り組んでき

た。

主な取り組み内容は以下のとおりである。

①1～3年生へのスクリーニング検査の実施とその結果の読み取り、支援への助言

②1年生へ多層指導モデルMIMの導入

③読み書き支援に必要な情報の提供や研修会の実施

④支援に必要な教材の作成、購入、配付

2 取り組みからみえてきたこと

子どもの課題の把握を個々の教員の感覚や経験から行うのではなく、客観的な基準にし、評

価がぶれないようにするためにスクリーニング検査の必要性は高い。しかし、現在伊那市でお

こなっているスクリーニング検査は簡易に実施できることを目的にしているため、精度が高く

ないという問題がある。そのためせっかくスクリーニング検査を実施しても、先生の受け止め

方は様々で、つまずきの「気づき」に有効利用されている段階とはいえない。実施内容、時期

等次年度以降の課題である。

支援に関しては、音読の宿題を毎日だす、丁寧にゆっくり書くことを促す、日記や作文の中

で誤りを正す、家で取り組んでもらう、声をかけることを増やす、漢字のミニテストの頻度を

増やすなどの従来されてきた一般的な指導や配慮が選択されることが多い現状である。それで

改善していく児童がいることも事実であるが、それでは難しい児童もいる。スクリーニング検

査以降の評価をどうすすめ、つまずきの原因のみたてをどうするか、おこなった指導がその子

どもにとって有効であったのかどうかを、感覚的なものではなく根拠となるものを交えて考え

ていく必要がある。そういった問題に対し、一斉指導で導入するには学年が限られるが、評価

・支援・振り返りが科学的なデータに基づきパッケージ化されているのが多層指導モデルMIM

である。MIMを伊那市に取り入れてから今までに専門家を招いて計3回研修会を実施できたが、

MIMの内容にとどまらず、いわゆる「通常学級のなかでなされる特別支援教育」としてもヒン

トが詰まっている。まだ導入して間もないため、動作化・視覚化を部分的に取り入れるにとど

まっている段階の学級・学校も多いが、学校全体で取り組んでいるところも出始めている。今

後の拡大に期待したい。

特別支援教育という言葉は浸透してきたが、一斉指導の中で個々のニーズに応えていくこと

の難しさは、伊那市に限らず共通した問題であると思う。通級指導教室は限られていて、通う

ことが難しい児童も多い。カリキュラム的にも余裕がないなか、個々の先生方はすでに目一杯

指導をしている。打開していくためには、「校内の体制」、「教育委員会としての体制」づくり

が必要であると思う。次年度以降は、市独自になるが、現場の先生の声を取り入れすすめてい

きたい。



多様な障がいの児童生徒がいる伊那養護学校での

高等部卒業後の進路について

伊那養護学校進路指導主事 古田 昌三

平成１４年度から平成２６年度までの、過去１３年間の高等部卒業生の進路状況をまと

めましたので、ご説明いたします。卒業生総数は、３０６名です。一般就労者数は１１６

名で、全体の４割弱となります。すべて手帳取得者で、障害者雇用の対象となっています。

そのほとんどが療育手帳取得者ですが、平成２３年度以降には、療育手帳の取得が難しか

った生徒数名が、精神障害者保健福祉手帳を取得し、障害者雇用として就労しています。

在学生徒の様子から、今後このようなケースが増えると思われます。一般就労については、

昨今の経済情勢の厳しい中、より就労の可能性が高いと思われる、食品製造、老人介護や

医療関係施設、大型販売店、工場や施設内の清掃、産廃物処理を中心とした業務、県や市

町村などの公的機関に現場実習の受け入れや就労の場を増やしてきています。長野県教育

委員会においても、チャレンジ雇用として１年間の期間限定ではありましたが、県内１１

校の特別支援学校で平成２１年度から４年間継続して知的障がいのある方々を雇用してい

ただきました。残念ながら現在は行われていませんが、今後、再開し発展的に取り組んで

いただくことを強く望んでおります。

次に福祉関係施設を利用する生徒ですが、就労を目的とした福祉的就労者数が、１２９

名。約４割。生活訓練や介護を目的とした施設利用者が４０名。１割強です。いずれも平

成１８年施行の自立支援法に基づく福祉サービスを利用していますが、施行から９年が経

過し、上伊那圏域においても少しずつ施設数が増え、サービス内容も多種多機能になって

きております。ただ、北信や、上小、長野、松本といった圏域と比較すると、数や内容で

も不十分と言わざるをえず、自立支援協議会等で検討し早急に充足する必要があると思わ

れます。特に生活介護・訓練を行う事業所の不足が顕著です。

他に、施設入所者２名、調理関係の専門学校進学者１名、在宅は１８名です。在宅は重

度障害により訪問サービスを受けたり、週や月に１～２日機能訓練やタイムケアで施設を

利用したりするケースが多いです。医療的なケアを必要とする場合の受け入れ先の確保が

大変難しい状況で、圏域内の医療機関や福祉関係施設に要望を続けてきています。辰野病

院（辰野町）、上伊那生協病院（箕輪町）、齋藤診療所（宮田村）が空床型ではありますが

ショートステイの受け入れを進めて下さり、今後の進展が期待できそうです。在学中から

不登校が続き、在宅となるケースもあります。その場合は卒業前の進路決定が難しく、卒

業後中心となって支援していただく方を明確にし、学校も含め関連機関が連携し、継続し

て支援を続けられるようにしています。

進路支援を進める上で大きな課題となることに、高等部生徒数の著しい増加があります。

本年度高等部全生徒数１０８名。内訳は、本校１学年３２名、中の原分教室１学年６名、

本校２学年３３名、中の原分教室８名、本校３学年２４名、中の原分教室６名です。現２

学年から生徒数の増加は際立っています。来春の新入生も４０名を超える予想です。専任

の進路指導主事は１名ですので、個々に寄り添った進路支援は難しくなってきています。

そんな中、本年度より就労コーデイネーターが位置づき、一般就労に関わる支援を中心に

多方面で助けられております。また、平成２４年度より上伊那農業高校内に高等部中の原

分教室が設置され、進路支援においては、多様な生徒・保護者のニーズに対応するべく、

３年間の見通しをもちながら進路指導主事と分教室進路係職員が協力して取り組んできて

います。さらに、校内に総合支援室を設置し、圏域内の諸学校や障害者総合支援センター、

ハローワーク、各企業・事業所、行政や福祉、医療関係施設等と連携を密にし、支援チー

ムとしての一役を担う事をめざしています。



障がいのある子どもと家族のくらしを支える「手帳制度」 Ｑ＆Ａ
伊那養護学校総合支援室

Ｑ：障害者手帳とは？

Ａ：障がいのある方が日々のくらしで、様々な福祉施策（含：就労）を受

けるときに提示するものです。手帳には次の３種類があります。

① 身体障害者手帳：手足や目など身体に障害がある方

② 療育手帳：知的な障害がある方

③ 精神障害者保健福祉手帳：精神に障がいのある方

手帳を所持していると、以下のような様々な福祉サービスを利

用することができます。

手帳は社会的・福祉的サービスを受けるためのパスポートとも

言えます。 積極的に取得し、有効に活用していきましょう！

Ｑ：手帳があると、どんなサービスや「くらしの支え」につながりますか？

Ａ：手帳の種類や市町村等によっても違いがありますが、いくつかの例を下記にあげます。

・ＮＨＫ受信料の免除（全額または半額）

・携帯電話の基本使用料等の割引サービス

・バス運賃の割引（半額）、タクシー運賃１割引

・有料道路交通料金の割引（割引率５０％以内）

・日常生活用具の給付（例えば、視覚障がいのある方の点字タイプライター 63100 円相当、知的な障が

いのある方(18 歳以上)への電磁調理器 41000 円相当等々の実態に伴った生活サポート用具）

詳しくは県または各市町村の「障害者のための福祉の手引き」等を参照ください。

（※上記例は、手帳の種類や等級、年度や法律改正などにより変わってきます）

Ｑ：手帳の申請はどうすればいいの？

Ａ：申請の場所と手続きの流れは下記のようになります

【申請】交付申請書、写真、診断書等※を市町村に提出 （※手帳種類により異なる）

【流れ】①本人（保護者）→市町村の福祉関係の窓口に申請

②児童相談所等※で判定を受ける

③市町村の福祉関係の窓口→本人（保護者）に手帳が届く

まずは市町村の窓口に「手帳を申請したい」と

相談してみることで進んで行きます。

Ｑ：発達障がい（広汎性発達障害・ＬＤ・ＡＤＨＤ等）の診断があれば手帳を取得できますか？

Ａ：発達障がいを対象にした手帳はありません。したがって、発達障がいの診断だけでは手帳の取得はでき

ません。しかし、日常生活や社会生活をおくる上で支援の必要が生じている場合は、主治医とも相談の

上で保健福祉手帳を申請することができます。また、療育・身体についても、知的な発達や身体の状況

等、それぞれの手帳基準を満たす場合は、その手帳を取得することができます。

いろいろなサービスが受

けらるんだなぁ。

経済的にも助かる！



「成長ダイアリー」の利用に向けて
上伊那圏域自立支援協議会

療育部会長 小笠原 博文（伊那養護学校）

ちょうど一年前のこの会報で、支援をつなぐファイルについての原稿を載せていただいた。あれから早一年が過ぎ

た。これで私達のファイルの検討は２年を経過したことになる。最初の一年はファイルの中身の検討を中心に行った。

後半はどちらかと言うと実用化に向けて検討を重ねた一年間と言える。今回はいただいた紙面の中でこの支援をつな

ぐファイルの紹介をさせていただければと思う。

１．ファイルの内容

○ファイルの名前

「成長ダイアリー」に決まった。ファイルは所有している方自身のものであり、その方の成長や発達の記録である。

○ファイルの中身

ファイルの中身は次のような内容である。

・ファイルを利用する皆様へ、支援者の皆様へ

・ファイルを利用できる機関（表）

・ファイルを管理できる機関（表）

・フェイスシート（本人名、住所、家族構成等）

・支援の履歴（一覧表）

・発育の記録

・乳児健診・相談の記録票

・児童発達支援事業所での記録

・保育園・幼稚園（未満児～年長）の記録

・小学校（１～６年）の記録

・中学校（１～３年）の記録

・高等学校（１～３年）の記録

・卒業後～成人の記録

・本人・保護者・関係者連絡欄

２．ファイルの利用

○利用開始

今年４月～

○対象

・誰でも自由に利用できる。

＊市町村が積極的に利用を勧める場合もある。

○対象とする地域

上伊那

○利用の仕方

・上伊那圏域障がい者総合支援センターきらりあのホ

ームページからダウンロードし、印刷して使う。

・本人や保護者が記入できない個所は関係機関に依頼

して記入してもらう。

・成長ダイアリーの他に、病院での診察やリハビリな

どの記録、学校でもらう通知票や健康の記録等々、

個人の成長の記録を自由にファイルしてもよい。



○管理の仕方

・各個人が管理することを原則とする。

・個人の管理が心配な場合は関係機関に預けることもできる。

・ファイルのカバーは個人で用意する。市町村が用意する場合もある。

３．広報について

○市町村への説明

・２月中に各市町村を訪問して住民のファイル利用について了解を得る。

○説明会の開催

・要請があれば各市町村や関係機関、保護者会等に出向く。

・学校への周知は特ＣＯ会等で行いたい。

○チラシの配布

・医療、行政、福祉、保育、教育関係の機関へ

ファイルの見本も一冊置けるとよい。

・医療、行政、福祉、保育、教育関係機関の会合や研修会の折にも配布したい。

４．伊那市の取り組み

伊那市は早々にこの成長ダイアリーの採用を決めて下さった。９月初旬には市の関係課の方が説明会を用

意して下さり、１０月には保育園の園長先生に集まっていただき、話をさせていただいた。さらに、２月に

は保健師の方々、保育士の先生方、小学校の養護・栄養士の先生方に話を聴いていただける予定である。市

はシートの印刷やファイルのカバーの購入も行い、必要な方にファイル一冊分を渡せるように準備を進めて

いくと聞いている。

願い・・・

この成長ダイアリーのような個人票は今までにも利用してきた市町村があった。しかし、実際のところあ

まり活用されなかったり、その存在すら忘れられてしまうこともあった。原因はこれを支援者のための引き

継ぎの資料にしたことによると思う。個人票の所有は本人や保護者であるので、当然本人や保護者も目を通

す。そうすると、支援者の方々は家庭の目を気にしながらこの個人票を記入しなければならなくなるのであ

る。そのようなものが引き継ぎの資料として役に立つのかは自明のことである。また、引き継ぎの資料には

これ以外にも詳しいものがいくつか作られている。そのこともこの個人票を参考にする必要性を少ないもの

にしたと考えられる。

ファイルの管理は家庭とした。この成長ダイアリーを支援者のためのものでなく、利用するご本人や保護

者の方が自らの生活をより豊かにしていくためのものにしたいと考えたからである。ご本人や保護者の方が

支援をしてもらうためでなく、自らの成長や支援の様子を相手に伝え、支援を求めていくために是非利用し

てほしいと思う。もし、周りが自分のことを全く知らないような環境に置かれてしまった時にも、このファ

イルを見せることで即座に適切な支援が受けられたら幸いである。

このファイルは２年間かけて検討してきたが、実際に利用していくとまた新たな問題が出てくるものと思

う。実際に利用していただいた方々のご意見をお聞きしながら、今後も関わりのある方々が使いやすいファ

イルをめざして検討を重ねていければと思う。また、そうやって関係者が知恵を絞っていくことが上伊那の

連携として大切なことと考えている。今年産声を上げるこのファイルが、その時々によって利用しやすいも

のに形を変えながらも、将来に渡って使われ続けることを切に願っている。

めざしているのは上伊那に住む支援を必要としている方々が共通にこのファイルを利用することである。

上伊那の機関や支援者が、郡内のどの市町村に住む方の相談にも乗りやすい道具の一つとしてこのファイル

が使われればと思う。目標は「上伊那の方を上伊那で支援！」である。



事務所移転のご案内

厳寒の候、皆様におかれましては

び申し上げます。

日頃より上伊那圏域の福祉につきまして、ご理解ご協力

きありがとうございます。

さて、この度上伊那圏域障

月２４日（水）をもちまして事務所を下記に移転することになりま

した。

新事務所での業務は２月２５日

を機に職員一同気持ちを新たにし、皆様のご信頼にお応えできるよ

う努力をしてまいる所存です。

移転に伴い、関係者の皆様にはご迷惑をお掛け致しますが、

ともよろしくお願い申し上げます。

新事務所 〒399-4511

TEL0265-74-5627

伊那北駅

旧事務所八十二銀行

至 宮田

[案内図]

事務所移転のご案内
長野県社会福祉法人 長野県社会福祉事業団

上伊那圏域障がい者総合支援センター

所長

におかれましては、ますますご清栄のこととお慶

日頃より上伊那圏域の福祉につきまして、ご理解ご協力

きありがとうございます。

上伊那圏域障がい者総合支援センターきらりあは２

をもちまして事務所を下記に移転することになりま

新事務所での業務は２月２５日（木）より開始の予定です。これ

職員一同気持ちを新たにし、皆様のご信頼にお応えできるよ

努力をしてまいる所存です。

移転に伴い、関係者の皆様にはご迷惑をお掛け致しますが、

お願い申し上げます。

上伊那郡南箕輪村 6451-1 (旧らーめん処

5627 FAX0265-74-8661 E メール ksc@ar.wakwak.com

（電話番号、ＦＡＸ番号は従来通りです）

旧事務所

長野トヨペット

ダイソー

国道１５３号

至 伊那 IC

信号 神子柴

事務所移転のご案内
長野県社会福祉事業団

上伊那圏域障がい者総合支援センター

片桐 美登

ますますご清栄のこととお慶

日頃より上伊那圏域の福祉につきまして、ご理解ご協力をいただ

きらりあは２

をもちまして事務所を下記に移転することになりま

より開始の予定です。これ

職員一同気持ちを新たにし、皆様のご信頼にお応えできるよ

移転に伴い、関係者の皆様にはご迷惑をお掛け致しますが、今後

旧らーめん処 花ぜん)

ksc@ar.wakwak.com

（電話番号、ＦＡＸ番号は従来通りです）

田畑駅

新事務所

トヨペット

至 辰野

天竜川


